
 

 

 

 

 

 

 

  中央労働災害防止協会標語                        

 

 

 
 

  

 

災害の型別発生状況 

 

 

太太太田田田労労労働働働基基基準準準監監監督督督署署署   
 安全衛生情報 令和８年２月号 

太 田 労 働 基 準 監 督 署   太 田 市 飯 塚 町 1 0 4 - 1     T e l 0 2 7 6 - 5 8 - 9 7 2 9  

 

令和７年（速報値） 

太田署管内 労働災害発生状況 

 

※ 注…休業４日以上の災害(通勤災害分を除く)で、令和８年１月末現在 

 新型コロナウイルス感染症を除く 

 

 

       

                 

●全産業では 546 件 

（前年同期(590 件)より 22 件減） 

●死亡災害は１件 

（前年同期(４件)より３件減） 
 

●労働災害発生状況 

【前年同期比で増加】 

・製造業 231 件（７件増） 

・小売業 46 件（４件増） 

・社会福祉施設 33 件（３件増） 
 
【前年同期比で減少】 

・建設業 37 件（１件減） 

・運輸交通業 85 件（19 件減） 

・接客娯楽業 25 件（６件減） 

・清掃・と畜産業 13 件（11 件減） 

 

●災害の型別発生状況 

【前年同期比で増加】 

・転倒 140 件（10 件増） 

・はさまれ・巻き込まれ 

  79 件（８件増） 

・外国人の災害 95 件（18 件増） 
 
【前年同期比で減少】 

・墜落・転落 67 件（19 件減） 

・動作の反動・無理な動作 

     95 件（６件減） 

・高年齢労働者 128 件（１件減） 

・未熟練労働者 274 件（28 件減） 

 

＊群馬県全体 

全産業で 2,488 件（86 件減） 

※ 注…高年齢労働者…60 歳以上の労働者 

  未熟練労働者…経験年数３年以内の労働者 

   

 

       

                 



令和７年 死亡災害事例 
   

 
 令和８年１月末日現在 

    太田労働基準監督署 

番
号 

発生月 
年 齢 

職 種 
災 害 の あ ら ま し 業  種 事故の型別 

起因物

別 
発生時間帯 

事業場規模 

1 

７月 
60歳代 

 

運転手 

 随伴車両で乗客を追走中、道路わきの

電柱に激突した。 

その他の 

道路旅客

運送業 

交通事故 

乗用車、

バス、バ

イク 

21時頃 

1～9人 

 注）記述内容は上記期日時点の情報を取りまとめたものであり、今後、変更になる可能性があります。   

 

 

 

 

 

 

 

● 太田監督署では、令和 7年において、「ポンプ配管の接続部が外れ噴き出た苛性ソーダによる

薬傷」「洗浄作業中温水に次亜塩素酸ナトリウムを投入したところ温水の水蒸気に含まれる塩素

にばく露し塩素ガス中毒」等の休業４日以上の労働災害が発生しています。 

● ２月は化学物質管理強調月間です。この期間中に事業場内の化学物質の取扱い方法を見直し

ましょう。 

● 厚生労働省では、「化学物質対策チェックリスト」「皮膚障害防止保護具選定マニュアル」等

を掲載しておりますのでご活用ください。 

 

 

      

2 月は化学物質管理強調月間‼ 

化学物質管理強調月間 

お知らせ 

化学物質管理強調月間 

実施要綱 

セミナー 

申込専用サイト 



 

 

 

 

 

 

 

  中央労働災害防止協会標語                        

 

 

 
 

  

 

災害の型別発生状況 

 

 

太太太田田田労労労働働働基基基準準準監監監督督督署署署   
 安全衛生情報 令和８年２月号 

太 田 労 働 基 準 監 督 署   太 田 市 飯 塚 町 1 0 4 - 1     T e l 0 2 7 6 - 5 8 - 9 7 2 9  

 

令和８年（速報値） 

太田署管内 労働災害発生状況 

 

※ 注…休業４日以上の災害(通勤災害分を除く)で、令和８年１月末現在 

 新型コロナウイルス感染症を除く 

 

 

       

                 

●全産業では 24 件 

（前年同期(15 件)より９件増） 

●死亡災害は０件 

（前年同期(０件)と同数） 
 

●労働災害発生状況 

【前年同期比で増加】 

・製造業 15 件（８件増） 

・運輸交通業 ５件（３件増） 

・社会福祉施設 33 件（３件増） 
 
【前年同期比で減少】 

・小売業 １件（１件減） 

・接客娯楽業 ０件（１件減） 

 

 

 

●災害の型別発生状況 

【前年同期比で増加】 

・はさまれ・巻き込まれ 

  ３件（３件増） 

・動作の反動・無理な動作 

     ６件（５件増） 

・未熟練労働者 15 件（９件増） 
 
【前年同期比で減少】 

・墜落・転落 ２件（１件減） 

・高年齢労働者 ３件（２件減） 

 

＊群馬県全体 

全産業で 110 件（９件増） 

  

※ 注…高年齢労働者…60 歳以上の労働者 

  未熟練労働者…経験年数３年以内の労働者 

   

 

       

                 



令和８年 死亡災害事例 
   

 
 令和８年１月末日現在 

    群馬労働局 

番
号 

発生月 
年 齢 

職 種 
災 害 の あ ら ま し 業  種 事故の型別 

起因物

別 
発生時間帯 

事業場規模 

1 

１月 

70歳代 

 

作業員 

 倉庫増築工事現場にて、ホッパーをダンプ

トラック荷台から降ろすため、ホッパーを吊

り上げるドラグ・ショベルを準備していたと

ころ、後退してきたダンプトラックとドラ

グ・ショベルのバケットとの間に頭部を挟ま

れた。 

その他の 

建築工事

業 

はさまれ、 

巻き込まれ 

トラッ

ク 

８時頃 

1～9人 

2 

１月 
60歳代 

 

運転手 

 交差点にて、直進中のトラックに赤信号中

に進入したトラックが衝突した。 

一般貨物

自動車運

送業 

交通事故 
トラッ

ク 
２時頃 

10～49人 

 注）記述内容は上記期日時点の情報を取りまとめたものであり、今後、変更になる可能性があります。  

 

 

 

 

 

 

 

● 製造業の従事者（特に経験年数３年以内の未熟練労働者）に係る労働災害が増加しています。 

● 事例としては「フォークリフトにひかれる」「コンベヤの脚にひっかかり転倒する」といった

もので、作業に慣れておらず構内ルールへの理解が不足していたこと、手足元の確認不足等の

不安全行動であったことが要因として挙げられます。 

● 今一度、職場内の点検し、危険箇所の表示（見える化）や安全衛生教育に手法の見直しを行

いましょう。 

製造業・未熟練労働者の災害増加 
（未熟練労働者災害 15件の内 11件は製造業） 

群馬労働局 

製造業の労働災害をなくそう 

厚生労働省 

未熟練労働者の安全衛生教育マニュアル  

群馬労働局 

未熟練労働者の労働災害をなくそう  


